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3) ジアリールエテン誘導体に異なった 2 種類の複素 5 員環置換した非対称型ジアリールエテン誘導体
を種々合成し，これらの化合物が熱安定性，長波長域感受性，繰り返し耐久性に優れたフォトクロミッ
ク化合物となることを明らかにしている O
4) 光Z-E異性化反応しか示さなかった対称型ジイミダゾピリジニルエテン誘導体に対し，一方のイ
ミダゾピリジン環をチオフェン環で置換し非対称化することにより光閉環・開環反応を可能とし，熱
安定性のよいフォトクロミズムが生起することを示しているO
5 )新規パーフルオロトリアリールエテン誘導体を合成し，このフッソ化合物がアミンの付加によりイ
オンペアー錯体を形成し赤く着色することを見い出すとともに，その着色機構を明らかにし，さらに
この呈色性を利用したアミンの比色分析への応用を示している O
以上のように，本論文は新規ジアリールエテン誘導体の合成とその光および熱応答に対する物性評価
を通じて，書き換え可能な光記録材料として応用可能なフォトクロミック化合物の開発を行ったもので，
有機光化学ならび、に有機材料化学の発展に寄与するところが大きい。
よって，本論文は博士論文として価値あるものと認めるO
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